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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・11/1（水）実地指導あり
　青陽館内の環境整備⇒くもの巣、水回り、個人情報関係、必要箇所の施錠
・11/3集合写真撮影について
　レイアウトが掲示されているので、各自確認し、名前がない場合にはSS佐々木さんへ連絡すること。撮影が2回になるので、集合時間等間違えないよう各自確認すること。

・11/3医療福祉学会について
　午後、第5回法人研修があるので残り番以外は出席すること。
　フロア内で調整しながら、学会に参加すること。
・11/3創立記念式典・祝賀会について
日時：平成29年11月3日（金）　18：30～21：00（受付開始18：00）
場所：八戸プラザホテル　アーバンホール

※永年勤続者の表彰、中途採用者・アドバイザー紹介を行うため、該当者はリハーサルを17：30～、会場にて行うので、参加すること。
・人事考課について

　人事考課表を面談の2日前までに作成、提出すること

・OT学生の実習について

　11/6（月）から5週間の予定で1名の実習を受け入れる　　担当ケース：板橋雅勝様

[提出期限]

・月報　11/3（金）17：00　
・経過　11/7（火）　出来ればアップロードまで終了
　⇒経過録の特定相談事業所名や他施設利用の欄に訪問看護が記載されていないことがあ

るので、記載漏れの無いように。

＜利用者様情報＞

デイケア
・松川　順子　様～本人より電話連絡があり、昨日青明舎付き添いで買い物や洗濯などを行い、疲れてしまったとの連絡がある。明るい口調で話しており、スタッフと対処法を検討し、本日は休養し、明日デイケアを利用することとしている。
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供があり、朝から幻聴がある為8：45にリスペリドンを服用している。眠気もあると話しており、少し休んでから来所するよう促しているとのこと。10時に本人より電話があり、頭がフラフラしトイレに行くにも大変である為、欠席を希望しており、本日は欠席している。
・鈴木　知子　様～昨日16：20頃電話があり、デイケア利用について利用日を変更しようか迷っていると話している。特定利用者（福井彩様）が苦手なので別の日にしたいとのことで木曜日を希望している。木曜日のプログラム内容を確認したり、どんな利用者が来ているのか尋ねているため、実際に木曜日利用してみて、対応に困る利用者がいた場合にはスタッフに相談するよう伝えると、じゃあ木曜日に行きますと明るい声で話し、電話を終了している。

・寺地　啓喜　様～ぼんやりとした表情で来所しており、スタッフへ「体調が悪いので少し休んでもいいですか」との訴えがある。詳細を聞くと、吐き気があると話し、バイタルサインは体温36.5度、血圧141/102ｍｍHg、脈拍103回/分となっており、静養室で1時間ほど休養している。休養後「体調は少し楽になりました」と話し、昼食を食べている。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～昨日、夕方までは比較的精神症状が落ち着いていたが、夕食時から特定のスタッフを目で追っており、口調荒く「色気がある」「袴田さんの方がかわいい」等と不満を述べている。スタッフより、何に対して不満なのかを尋ねると「なんで立ってるの！」「青風荘のスタッフが薬を飲んでいるのを見ているのにあんたが見る必要ないでしょ！」と興奮して大きな声で話しており、薬の見守りは普段から変わりなく行っていることを伝えている。話をしていくうちに、突然手のひらを返したように「あれ…？あんただとは思わなかった。近くで見ると違うようにみえるね」と話をすり替えようとすることや、相手におべっかを使いはじめ、多弁となっている。本日は、スタッフを目で追うように見ていることはあるが、久しぶりに来所したメンバーに会うと、テンション話しかけている。特定スタッフを見かけると、昨日はすみませんでしたと声をかけている。他者とのトラブルの可能性も十分に考えられる為、言動に注意していき、必要時は介入・指導をしていく。
・鈴木　真知子様～本日は、立ち歩きなく閉眼してプログラムに参加している。ここ数日は、下に降りて行こうとすることなく、外出や散歩の希望も聞かれず、落ち着いて過ごしている。
・袴田　淑子　様～昨日歯科受診しており、今後は月1回の受診が必要とのことで、次回は12/4（月）の予定。
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。朝、うなだれて座って、眠そうにしており、血圧測定すると、血圧が低かったとのこと。昨日入浴後に洗濯を行っているが、今朝、洗濯物が2回分位たまっており、トイレに行った際に間に合わず汚したと思われるとのこと。来所後、健康チェック実施、血圧131/61mmhg、脈拍70回/分。体調は悪くないとにこやかに返答しており、眠くないとのことで、昼食も摂取できている。

・田中　一　　様～昨日、うみねこ幸房が人手不足とのことで、本日利用日ではないが利用することになったと報告がある。仕事の進み具合によってはさらに仕事に行く日が増えるかもしれないとのことで、来所時に確認していく。本日うみねこ幸房利用したため、ナイトケア利用となり、明日はデイナイトケア利用となる予定。併せて、食事の注文の変更等も行っている。

・千葉　輝夫　様～年末年始の利用（デイケアのみ開所）について説明をしていなかったため、利用予定について息子様に確認していく。

・野月　利章　様～本日も母様より欠席の連絡が入る。通所に行くことを促しているが、なかなか行動に移さないとのことで、月曜日には行かせたいと話している。欠席が長く続いていることから、月曜日に通所されない場合は、通所スタッフが自宅へ訪問することを伝えている。

・奥山　以依子様～昼食時、全量不食しており声掛けすると、泣いておりティッシュ下さいと言い、何度も鼻をかんでいる。理由を聞くと、「悲しいんです」と繰り返し話すのみで要領を得ない。下唇に5ｍｍ程の口内炎が見られるため、食事時の痛みがある様子が窺える。ご飯に汁を掛けて良いか聞くと、良いとのことで、汁をかけて、スプーンを使用し下唇に触らないように食事介助すると摂取する。副食も試してみるが、口を動かそうとしないため、無理しないよう話し、主食のみ摂取。徐々に落ち着を取り戻している様子見られており、明日の診察時に医師に相談するよう伝えている。
ナイトケア
・植村　廣隆　様～来所しており近況について尋ねると仕事面・体調面は変わりなく過ごすことが出来ているとのこと。以前、「色々有って苛々しててナイトケアに行くと暴れそうなので」と欠席したことについて尋ねると「あれは親と喧嘩してて・・・」と話し、ひとつ嫌な事があると他の事でもイライラ感が募りやすい傾向があることに言及し改善したい気持ちを話している。本日の来所は仕事を抜け出してきての来所とのことで、職場へは「どうしても行かなきゃならない用事が有って」と話し了承を頂き、業務を抜けナイトケア終了後に職場に戻る予定であると話している。
＜勉強会＞

統合失調症の関わり方について
統合失調症の症状を踏まえて、接し方に気を付ける必要がある。接し方によっては、症状や関係性の悪化を招く危険性がある。接する上での注意点を以下にまとめる。
・本人の話を傾聴する。傾聴する際には、本人のペースに合わせ話を聞くようにする。その際には相槌を打つ、話を聞いた後に復唱し、きちんと話を聞いていることを相手に伝えるようにする。
・寝てばかりいる、おかしな言動がある、マイナス思考でいつも考えてしまうといった行動や考え方を気持ちや性格の問題と断定して接してしまうと本人の症状に気付けず、本人のつらさに気付けなくなる可能性がある。
・本人を尊重した接し方をする。本人の能力の低さ等で、半人前扱いをする等はしない。相手への敬いを忘れずに。
・ものごとを伝える際には分かりやすく伝える。曖昧な表現を使わず、具体的にどうして欲しいかをはっきり伝える。一度に色々なことを話すと混乱してしまう可能性がある為、伝える内容は簡潔にする。
・対立や言い合いは避ける。本人と一緒に興奮しないように接する。本人が興奮している時は落ち着かせられるよう、温かく接する。
・本人が出来たことを評価、手伝い等には感謝を伝える。やったことに対し良い点を褒め、多少のミスは目を瞑る。手伝いを依頼するときは本人の出来ることを依頼し、感謝の言葉を伝える。出来たことを評価、感謝で本人のやる気を引き出す。
・病状によって出来ないことを「甘え」や「わがまま」等と批判しない。病状と本人を区別する。問題はあくまで病状、本人ではない。
・焦らず、本人のペースを尊重する。本人のペースで「今出来ること」を確実に続けられるよう接する。時間がかかっても本人のやり方やペースを尊重する。
・静かで穏やかな雰囲気を作り、本人が安心して過ごせるようにする。近過ぎず、遠過ぎない距離感を意識する。
被害妄想、幻聴等の症状への対応に関しての注意点
1.本人の発言を否定しない
　幻聴、妄想は本人にとっては事実である為、「そんなことはない」等の否定は冷たく拒否されたという印象を与える可能性がある。事実でないことを伝えたい場合は、主語を「私」にし「そうかな。私には聞こえないよ」「私には悪い人が狙っているように見えないよ」等と優しく伝える。
2.本人の発言を肯定する
　事実でないことを肯定してしまうと「○○さんもそうだと言っているから間違いない」等の確信が深まる可能性がある。「もしそう感じるなら不安になるのも無理ないね」とつらい気持ちに寄り添う声掛けをする。
3.根掘り葉掘り聞く
　本人が詳しく話をしているうちに確信が深まる可能性がある。ある程度話を聞き本人が落ち着いたら「それは心配だね、今度主治医に相談しよう」「ここにいれば大丈夫だからひとまず休もう」等安心できる声掛けや、休憩を促す。
4.理詰めで説得する
　幻聴や妄想の症状がある時は、混乱している状態であることが多い。正論や理論で正そうとすると、本人がますます混乱してしまう可能性がある。「あなたはそう思うんですね」等、本人の気持ちに理解を示す声掛けをする。
5.親身に聞き過ぎる、心配し過ぎる
　本人の話を延々と聞くと逆効果になることがある。親切な対応は、本人にとって喜ばしいことかもしれないが、結局は“いつまでも気持ちを切り替えられず苦しくなる”ことになる。一通り聞き、落ち着いたら「お茶でも飲んで休みましょうか」「今日は休んで○○のことは明日一緒に考えよう」等、こちらから話を切り替えてあげる。
